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当社は、株式会社東京金融取引所の「くりっく３６５」取引参加者である岡安商事株式会社から指定を受けた、取次（媒

介）業者です。「くりっく３６５」は、株式会社東京金融取引所の登録商標であり、同取引所が上場している取引所為替

証拠金取引の愛称として使用するものです。 
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１ システムダウンロード 
  （１）JAVA のダウンロード方法 

「JAVA.com」より中央にございます B の「無料 Java のダウンロード」を押して

いただきますと次の画面に進みます。 

 
 

再び C の「無料 Java のダウンロード」を押していただきますと次の画面に進

みます。 

 
 

D の「実行」を押していただきますと、Java のインストール画面へ移ります。 

 

 

 

 

B 

C 

D 
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E の「インストール」を押していただきますと、Java のインストールが始ま

ります。 

 
 

インストールが完了しましたら、F の「閉じる」を押していただき、当社ホー

ムページより取引システムのダウンロードへお進みください。 

 
 

 

（２）取引システムインストール方法 
当社ホームページの「システムダウンロード」をクリックして頂きますと自動的

にダウンロードが始まります。 
 
 

 

 

E 

F 
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２ 取引システムへのログイン 
   取引システムをインストールしていただきますと、デスクトップ上にサンワード FX

のアイコンが出来ますので、こちらをダブルクリックして下さい。 

 

 
アイコンをダブルクリックしていただきますと、ログイン画面が表示されます。 

 

 
ユーザーID、パスワードをご入力下さい。ID パスワードは口座開設を頂きました

際に当社より発送させていただきましたものをご利用下さい。 
ID・パスワードをご入力いただきましたら、ログインボタンをクリックして下さ

い。 
※初回ログイン時及び取引説明書の変更時には、取引説明書の同意が必要とな

ります。取引説明書をご確認いただき、同意をクリックして下さい。 
※初回ログイン時及びパスワードの有効期限が過ぎた場合にはパスワードの変

更が必要となります。有効期限は 1 年間となります。前回使用したパスワー

ドは使用できません。現在のパスワードを入力し、新しく設定するパスワー

ドをご入力下さい。パスワードは 8 文字以上、13 文字以下でお願い致します。 
ご入力いただきましたら、変更を押してください。 
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ログインが成功しますと当社及び取引所よりお知らせが表示されますので、御

確認下さい。お知らせにつきましては、ログイン後も取引画面の右上のお知ら

せより御確認頂けます。 

 
 

初回ログイン時の画面
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３ タイトル部分 

 
 

１タイトル  お客様名、お客様番号、前回ログイン日、お知らせが表示されます。 
 
２メニュー  取引システムの設定、表示、情報、前回注文、チャート、入出金、履歴・

報告書のメニューが表示されます。 
 
３口座情報  お客様の証拠金預託額、有効証拠金額、必要証拠金額、発注証拠金額、

発注可能額、ポジション損益、有効比率が表示されます。 
 
４タブ    設定しているタブが表示されます。最大 7 タブまで開くことができ、タ

ブ毎に画面カスタマイズが出来ます。 
 

12
3

4
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４ 設定メニュー 各種設定を行えます。 
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４－１ 注文設定 
（１）基本注文設定 注文時の初期設定ができます。 

 

  A 有効期限 当日：当日営業日のみ有効となります。 
        今週末：注文時に属する週内一杯有効となります。 
        GTC：注文の有効期限が無期限となります。 
  B 注文ダイアログ 残さない：発注後は注文画面を閉じます。 
           残す：発注後も発注した注文画面を残します。 
  C 注文ダイアログ（ストリーミング） 残さない：ストリーミング注文時に発注後は

注文画面を閉じます。 
残す  ：ストリーミング注文時に発注後も

発注した注文画面を残します。 
  D 確認画面 表示する：注文内容の確認画面を表示させます。 
        表示しない：注文内容の確認画面を表示させず、発注しますので、ご注

文の間違えに気をつけてください。 
E 確認画面（ストリーミング） 表示する：ストリーミング注文時に注文内容の確認画

E 

B 

C 
D 

A １

２

３
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面を表示させます。 
                表示しない：ストリーミング注文時に注文内容の確認

画面を表示させず、発注しますので、ご

注文の間違えに気をつけてください。 
（２）レート表からの注文方法 レート一覧及びレートパネルからの注文方法を設定し

ます。 
通常注文 
売り若しくは買いの気配値をクリックすると通常通りの注文が出来ます。 

ストリーミング注文 
売り若しくは買いの気配値をクリックするとストリーミング注文としてセットさ

れます。注文内容は変更が出来ます。 
ワンクリック注文 
売り若しくは買いの気配値をクリックすると「通貨ペア毎の各種初期値」で設定

されている通り注文枚数で売気配の場合は買注文、買気配の場合は売注文が発注

されます。（※クリックのみで発注されますので、ご発注にはお気をつけ下さい。） 
（３）通貨ペア毎の各種初期値 

 

発注時の注文枚数、指値価格、逆指値価格、スリッページの初期設定を全通貨一括

で変更できます。「規定値に戻す」で初期設定に戻すことが出来ます。 
基準数量  

発注時の注文枚数の初期設定を行います。1 の場合、1 万通貨単位の場合は 1 万

通貨、10 万通貨単位の場合は 10 万通貨となります。初期設定は 1 となります。 
価格（指値）  

発注時の指値の初期値を設定できます。50 の場合は現在価格から 50pips 有利な

方向へ離れた値段となります。初期設定は 50 となります。 
価格（逆指値）  

発注時の逆指値の初期値を設定できます。50 の場合は現在価格から 50pips 不利

な方向へ離れた値段となります。初期設定は 50 となります。 
スリッページ  

ストリーミング注文時のスリッページの許容範囲を設定します。5 の場合は、発

注時の気配値から 5pips まで許容し、約定させます。初期設定は 5 となります。 
 



          

 
 

 

11

４－２ 決済方式設定 

 

（１） オートネッティングと指定決済から選択できます。初期設定は指定決済となりま

す。 
オートネッティングとは転売又は買戻しに係る取引の数量をその有する売建玉

又は買建玉について先に成立した建玉から順番に減じる方法をいいます。 
 

（２） 指定決済とは同一の取引所為替証拠金取引において既存の建玉の反対売買に相

当する取引が成立した場合、既存の建玉との両建てとし、後で顧客が決済の対象

とする建玉を指定して申告を行うことで建玉を減じる方法をいいます。 
 
 
４－３ My 通貨設定 

 
お取引をする通貨を設定することが出来ます。 
表示を隠す場合は、表示の一覧から該当する通貨ペアを選択し、中央部にある「隠す」

ボタンをクリックしてください。また、再度表示させる場合は、非表示の一覧から該

当する通貨ペアを選択し、中央部にある「表示」ボタンをクリックしてください。変

更後に下部にある決定をクリックしていただきますと、変更が反映されます。 
初期設定は全通貨となっております。 
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４－４ ターゲットメール設定 

 

ターゲットメールとは相場状況が任意に設定された条件に一致した場合にメールで通

知する機能です。 

通知先メールアドレス、受付時間、有効期限、通貨ペア、指定価格、通知条件が表示

されています。 

設定される場合は、A の追加をクリックして下さい。 
 

ターゲットメール設定画面 

 

 

 

 

A. 通貨  

ターゲットメールに設定する通貨ペアを選択します。 

B. メールアドレス  

通知するメールアドレスを取引システムに登録されているメールアドレスより選択

します。 

A 

E 

B 

C 

D

A 
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C. 条件１（Bid）   

指定値段：価格（買気配値）を設定します。 

前日高値：前日の高値を設定します。 

前日安値：前日の安値を設定します。 

D. 条件２  

以上になったら：買気配値が条件 1で指定した価格以上となったら通知します。 

以下になったら：買気配値が条件 1で指定した価格以下となったら通知します。 

E. 期限  

ターゲットメールの有効期限を設定します。 
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４－５ 通知メール設定・メールアドレス変更 

 

 

各種メールの宛先や受信の可否を設定できます。 
 

1. 登録メールアドレスの変更及び追加 上部の変更及び追加、削除ボタンをクリックし

ていただきますと、変更及び追加画面が出てきますので追加及び変更後のメールアド

レスをご入力下さい。 
 

変更画面 

 
 
 

１

２
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追加画面 

 
 
2. 受信メールの可否 受信するメールのチェックボックスをクリックすることで変更す

ることが出来ます。但し、ロスカットアラートメール、ロスカットメール、追証アラ

ートメール、追証メール、強制決済メール、ロスカット解除メール、証拠金不足メー

ル、手数料不足メールは変更できません。 
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４－６ パスワード変更 

 
上から順に現在のパスワード、変更後のパスワード、変更後のパスワードの確

認のため変更後と同じパスワードをご入力いただき、変更ボタンを押していた

だきますと、パスワードが変更できます。 
 
４－７ 各種設定の初期化 

 
取引システムは画面設定がログアウト時に自動的に保存されます。再度ログイ

ンされた場合は、ログアウト時の画面と同じ画面配置で開かれます。 
設定を初期に変更する場合は、各種設定の初期化を押していただきますと初期

化に変更することが出来ます。但し、一度初期化をした場合、以前の画面には

戻りません。 
 
４－８ ログアウト 

 
ログアウトボタンをクリックすると取引システムを終了します。 
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４－９ バージョン 

 

取引システムのバージョン確認ができます。 
 
 
４－１０ 終了 

 
終了をクリックすると取引システムを終了します。 
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５ 表示メニュー 

 
 
５－１ フォントサイズ 

 
フォントサイズの変更をすることが出来ます。大きさの種類は小、中、大、特大、

超特大の 5 種類がございます。但し、大以上のサイズにしていただきますと画面

サイズによっては一部表示が隠れてしまうことがございます。初期設定は中とな

ります。 
 
５－２ ツールチップ 

ツールチップの表示可否を設定します。 

 
ツールチップとはマウスポインタを入力項目等に重ねると、重ねた項目の説明を

表示する機能です。 
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６ レートパネル 
 

 
６－１ MENU 

表示する通貨ペアを選択できます。 

 
表示を隠す場合は、表示の一覧から該当する通貨ペアを選択し、中央部にある「隠

す」ボタンをクリックしてください。また、再度表示させる場合は、非表示の一覧

から該当する通貨ペアを選択し、中央部にある「表示」ボタンをクリックしてくだ

さい。変更後に下部にある決定をクリックしていただきますと、変更が反映されま

す。 
 
 
６－２ 別ウィンドウ化ボタン 

レートパネルを独立したアプリケーションとして新規ウィンドウにて起動します。

1 

6 

5 

4 3 2 
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そのためメインウィンドウを最小化しても、レートパネルだけ表示させることがで

きます。 

 

 
６－３ 最小化ボタン 

 レートパネルを取引システム内の画面で最小化します。 

 別ウィンドウ化の時にはモニターの最小化となります。 

 
６－４ 最大化ボタン 
   レートパネルを取引システム内の画面で最大化します。 

  別ウィンドウ化の時にはモニターの最大化となります。 

 
６－５ 閉じるボタン 
  レートパネルを閉じます。別ウィンドウ化の時も同様です。 
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６－６気配値パネル 

 

A. 通貨ペア名  
表示されている通貨ペアの名称が表示されます。 

B. 前日比  
直近約定値段から前日清算価格を差し引いた値が表示されます。 

C. 買気配値  
現在の買気配値が表示されます。左クリックをすると注文画面が表示されます。（ワ

ンクリック発注時には売り注文が発注されます。）右クリックをすると執行条件が表

示され、選択された執行条件の注文画面が表示されます。 

D. 売気配値  
現在の売気配値が表示されます。左クリックをすると注文画面が表示されます。（ワ

ンクリック発注時には買い注文が発注されます。）右クリックをすると執行条件が表

示され、選択された執行条件の注文画面が表示されます。 
E. 安値  

当日取引日の安値が表示されます。 
F. 高値  

当日取引日の高値が表示されます。 
 

A 
B 

C D 

E 
F 
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７ レート一覧 

 
 
７―１ MENU 

表示する通貨ペアを選択できます。 

 
表示を隠す場合は、表示の一覧から該当する通貨ペアを選択し、中央部にある「隠

す」ボタンをクリックしてください。また、再度表示させる場合は、非表示の一覧

から該当する通貨ペアを選択し、中央部にある「表示」ボタンをクリックしてくだ

さい。変更後に下部にある決定をクリックしていただきますと、変更が反映されま

す。 

1 
2 

5 
6 

4 3 



          

 
 

 

23 

 
７－２ 別ウィンドウ化ボタン 

 レートパネルを独立したアプリケーションとして新規ウィンドウにて起動します。

そのためメインウィンドウを最小化しても、レートパネルだけ表示させることがで

きます。 

 

 
７－３最小化ボタン 
  レートパネルを取引システム内の画面で最小化します。 

  別ウィンドウ化の時にはモニターの最小化となります。 

 
７－４最大化ボタン 
   レートパネルを取引システム内の画面で最大化します。 

  別ウィンドウ化の時にはモニターの最大化となります。 

 
７－５閉じるボタン 
   レートパネルを閉じます。別ウィンドウ化の時も同様です。 
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７－６レート情報表示情報 
 
 

 
A. 通貨ペア  

表示されている通貨ペア名が記載されています。 
B. 買数量  

マーケットメーカーから提示される最良買気配値の数量を表示します。 
C. 買気配値  

マーケットメーカーから提示される最良買気配値を表示します。左クリックをすると注

文画面が表示されます。（ワンクリック発注時には売り注文が発注されます。）右クリッ

クをすると執行条件が表示され、選択された執行条件の注文画面が表示されます。 
D. 売気配値  

マーケットメーカーから提示される最良売気配値を表示します。左クリックをすると注

文画面が表示されます。（ワンクリック発注時には買い注文が発注されます。）右クリッ

クをすると執行条件が表示され、選択された執行条件の注文画面が表示されます。 
E. 売数量  

マーケットメーカーから提示される最良売気配値の数量を表示します。 
F. 直近値  

直近の約定値を表示します。 
G. 始値  

当日取引日の始値（約定値）を表示します。 
H. 高値  

当日取引日の高値（約定値）を表示します。 
I. 安値  

当日取引日の安値（約定値）を表示します。 
J. 出来高  

当日取引日の出来高を表示します。 
K. 前日比  

直近約定値段から前日清算価格を差し引いた値が表示されます。 
L. 前日清算  

前日取引日の清算価格を表示します。 
M. 前日スワップポイント  

前日取引日の買スワップポイントを表示します。 
N. 最終受信時間  

取引所から送られてきたいレート情報の最終受信時間を表示します。 

A B C D E F G H N M L K J I 
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８ 注文一覧 
受付中もしくは待機中の注文情報を表示します。成立や取消された場合は自動的に

消去されます。 

 

 

 
８－1 注文取消ボタン 

選択した注文を取消します。１２に表示されている注文の一覧より取り消される注文

を選択すると背景色が反転します。その後、注文取消ボタンをクリックすると注文が

取り消されます。※但し、相場状況により取消されない場合があります。 

 

８－２ 注文変更ボタン 
選択した注文を変更します。１２に表示されている注文の一覧より取り消される注

文を選択すると背景色が反転します。その後、注文変更ボタンをクリックすると注

文変更画面が表示されます。 

 

８－３ 連続注文（新規）ボタン 
選択した注文を先行注文とした連続注文を発注します。１２に表示されている注文

の一覧より先行する注文を選択すると背景色が反転します。その後、連続注文（新

規）ボタンクリックすると注文画面が表示されます。 

 

８－４ 関連ポジション 
決済注文を選択し、関連ポジションをクリックしますと、決済する対象となるポジ

ションが表示されます。 

 

 

８－５ 通貨ペアフィルタ 
表示させる通貨ペアを選択することが出来ます。 

 
８－６ 決済区分フィルタ 

表示させる決済区分（新規、決済、オートネッティング）を選択することが出来ま

す。 

 

８－７ 売買フィルタ 

1 2 3 4 5 6 7 
8 

12 

11 
10 9 
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表示させる売買区分（売り、買い）を選択することが出来ます。 

 

８－８ 別ウィンドウ化ボタン 
注文一覧を独立したアプリケーションとして新規ウィンドウにて起動します。その

ためメインウィンドウを最小化しても、注文一覧だけ表示させることができます。 

 

８－９ 最小化ボタン 
注文一を取引システム内の画面で最小化します。別ウィンドウ化の時にはモニター

の最小化となります。 

 

８－１０ 最大化ボタン 
 注文一を取引システム内の画面で最大化します。別ウィンドウ化の時にはモニター

の最大化となります。 

 

８―１１ 閉じるボタン 
 注文一覧を閉じます。別ウィンドウ化の時も同様です。 
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８－１２ 注文情報表示情報 
 注文情報が一覧で表示されます。 

 

A. 注文番号  

発注した注文の注文番号が表示されます。 

B. 注文受付日時  

注文を受け付けた日時が表示されます。 

C. 通貨ペア  

注文されている通貨ペアが表示されます。 

D. 注文状態  

注文の状態が表示されます。注文状態には注文中（取引所で注文受付済）、待機中（弊

社で注文待機中）の 2種類がございます。 

E. 注文形態  

注文の形態（単一、OCO、IFDONE、IFOCO等）が表示されます。 

F. 売買  

売り買いが表示されます。 

G. 決済区分  

決済区分（新規、決済）が表示されます。 

H. 執行条件  

執行条件（指値、逆指値、時間指定等）が表示されます。 

I. 指定価格  

指値などの注文時に指定した価格が表示されます。 

J. スリッページ  

許容したスリッページの値が表示されます。 

K. トレール  

執行条件が“トレール”の場合に、入力された値幅を表示します。 

L. 注文数量  

成立していない注文の数量が表示されます。 

M. 成立数量  

成立した注文の数量が表示されます。 

 

B C D A E F G H I 

J 

K 

L 
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N. 有効期限  

有効期限（当日、今週末、GTC（無期限））が表示されます。 

O. 指定日時  

時間指定注文のみ指定した日時が表示されます。 

P. 先行注文番号  

連続注文時に先行する注文の注文番号が表示されます。 
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９ ポジション一覧 
保有ポジションの情報を表示します。決済された場合は、自動的に消去されます。 

 

 

９－１ 決済注文ボタン 
 選択されたポジションの決済注文を発注します。決済したいポジションをクリック

すると背景色が反転しますので、その後、決済ボタンをクリックしますと決済注文

画面が表示されます。但し、決済方式がオートネッティングの場合は使用できませ

ん。 

 

９－２ 全決済注文ボタン  
通貨ペアフィルタで指定した通貨ペアのポジションに対して決済注文を発注します。

発注される決済注文の執行条件は成行となります。 

 ※通貨ペアフィルタで単一の通貨ペアを指定しないと使用できません。 

 ※決済方式がオートネッティングの場合は使用できません。 

 ※売買区分フィルタで売り買いを指定していても全売買ポジションに対し、決済

注文が発注されます。 

 ※各ポジションごとに決済注文を発注するので、約定価格が異なる場合がありま

す。 

 

９－３ CSV 出力ボタン 
 保有ポジションの情報を CSV ファイルで出力します。出力内容は表示されている内

容と同じです。 

 

 

９－４ 建玉整理申請ボタン 
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 ※建玉整理は決済方式がオートネッティングの場合、使用できません。 

 ※建玉整理は両建状態（売り買いそれぞれ保有している状態）の通貨ペアのみ行え

ます。 

 

９－５ 通貨ペアフィルタ 
 表示させる通貨ペアを選択することが出来ます。 

 

９－６ 売買区分フィルタ 
 表示させる売買区分（売り、買い）を選択することが出来ます。 

 

９－７ 別ウィンドウ化ボタン 
 注文一覧を独立したアプリケーションとして新規ウィンドウにて起動します。その

ためメインウィンドウを最小化しても、注文一覧だけ表示させることができます。 

 

９－８ 最小化ボタン 
 ポジション一覧を取引システム内の画面で最小化します。別ウィンドウ化の時には

モニターの最小化となります。 

 

９－９最大化ボタン 
ポジション一覧を取引システム内の画面で最大化します。別ウィンドウ化の時には

モニターの最大化となります。 

 
９－１０ 閉じるボタン 

 ポジション一覧を閉じます。別ウィンドウ化の時も同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９－１１ ポジション一覧表示情報 
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A. ポジション番号  

保有ポジションのポジション番号が表示されます。 

B. 通貨ペア  

通貨ペア名が表示されます。 

C. 売買  

保有ポジションの売買区分（売り、買い）が表示されます。 

D. 成立数量  

新規注文成立時のポジションの数量が表示されます。 

E. 残数量  

未決済の保有ポジション数量が表示されます。 

F. 決済可能数量 現在の保有ポジションの内、決済注文を発注していないポジション

数量が表示されます。 

G. 成立価格  

新規注文成立時の成立価格が表示されます。 

H. 評価価格  

現在の気配値が表示されます。売ポジションの場合は売気配値、買ポジションの場

合は買気配値が表示されます。 

I. 成立日時  

保有ポジションの成立日時が表示されます。 

J. 評価損益  

評価価格で評価された損益が表示されます。（手数料は含みません） 

K. 未実現スワップポイント  

保有ポジションに対するポジション成立時から発生したスワップポイントの累計

が表示されます。 

L. ポジション損益  

評価損益と未実現スワップポイントを加算した値を表示します。 

 

 

 

９－１２ 選択ポジションに対する決済注文一覧 

B C D A E F G H I J K L 
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   ポジション一覧で選択したポジションに対する決済注文が発注されている場合、注

文一覧の内容が表示されます。 
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１０ 通貨別ポジションサマリ 
保有ポジションを通貨ペア別に集計した情報を表示します。 

 

１０－１ 決済注文ボタン  
選択した通貨ペアの全保有ポジションに対する決済注文を発注します。発注される決

済注文の執行条件は成行となります。選択した通貨ペアの背景色が反転しますのでそ

の後、決済注文ボタンをクリックして下さい。但し、決済方式がオートネッティング

の場合は使用できません。 

 

１０－２ 別ウィンドウ化ボタン 
 通貨別ポジションサマリを独立したアプリケーションとして新規ウィンドウにて起動

します。そのためメインウィンドウを最小化しても、通貨別ポジションサマリだけ表

示させることができます。 

 

１０－３ 最小化ボタン 
 通貨別ポジションサマリを取引システム内の画面で最小化します。別ウィンドウ化の

時にはモニターの最小化となります。 

 

１０－４ 最大化ボタン  
通貨別ポジションサマリを取引システム内の画面で最大化します。別ウィンドウ化の

時にはモニターの最大化となります。 

 

１０－５ 閉じるボタン 
  通貨別ポジションサマリを閉じます。別ウィンドウ化の時も同様です。 

 

 

 

５
２

３ ４ 
１

６
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１０－６通貨別ポジションサマリ表示情報 

 

A. 通貨ペア  

通貨ペア名が表示されます。 

B. 売ポジション  

売ポジションの保有枚数が表示されます。 

C. 売値平均  

売ポジションの平均成立価格（加重平均）が表示されます 

D. 買ポジション  

買ポジションの保有枚数が表示されます。 

E. 買値平均  

買ポジションの平均成立価格（加重平均）が表示されます。 

F. 評価損益 

評価損益の合計が表示されます。 

G. 未実現スワップポイント  

未実現スワップポイントの合計額が表示されます。 

H. ポジション損益  

保有ポジションに対する評価損益と未実現スワップポイントの合計額が表示され

ます。 

I. 必要証拠金額  

保有ポジションに対する必要証拠金額の合計額が表示されます。 

B C D A E F G H I 
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１１ 証拠金状況照会 
お客様の口座情報を御確認いただけます。 

 

１１－１ 別ウィンドウ化ボタン 
 証拠金状況照会を独立したアプリケーションとして新規ウィンドウにて起動します。

そのためメインウィンドウを最小化しても、証拠金状況照会だけ表示させることが

できます。 

 

１１－２ 最小化ボタン 
 証拠金状況照会を取引システム内の画面で最小化します。別ウィンドウ化の時には

モニターの最小化となります。 

 

１１－３ 最大化ボタン 
 証拠金状況照会を取引システム内の画面で最大化します。別ウィンドウ化の時には

モニターの最大化となります。 

 

１１－４ 閉じるボタン 
 証拠金状況照会を閉じます。別ウィンドウ化の時も同様です。 

 

１１－５ 証拠金預託額 
 預託している現金を表示します。 
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１１－６ 必要証拠金額  
ポジションの保持に必要な証拠金を表示します。 

 

１１－７ 発注証拠金額  
新規注文もしくは新規となる注文に必要な証拠金額を表示します。 

 

１１－８ 発注可能額 
 発注可能な金額を表示します。この金額を超える証拠金が必要な注文はできません。 

 

１１－９ 出金可能額 
 出金依頼が可能な金額を表示します。この金額を超える出金依頼はできません。 

 

１１－１０ 有効比率  
『有効証拠金額』÷『必要証拠金額』の値を表示します。 

 

１１－１１ 実効レバレッジ  
ポジション毎に計算した丸代金合計÷『有効証拠金』の値を表示します。現在のレ

バレッジ状況を表します。 

 

１１－１２ 有効証拠金額  
『証拠金預託額』＋『評価損益』＋『未実現スワップポイント』＋『為替差損益予

定額』＋『スワップポイント予定額』－『未払手数料』－『未収手数料』の値を表

示します。 

 

１１－１３ ロスカットアラート基準額 
 ロスカットアラートが発生する基準額を表示します。有効証拠金がこの基準額を下

回るとロスカットアラートが発生します 

 

１１－１４ ロスカット基準額 
 ロスカットが執行される基準額を表示します。有効証拠金がこの基準額を下回ると

ロスカットが執行されます。 

 

１１－１５ 評価損益 
保有ポジションを現在の気配値評価した損益を表示します。売ポジションは売気配

値、買ポジションは買気配値で評価します。 

 

１１－１６ 未実現スワップポイント  
保有ポジションで発生しているスワップポイントの合計を表示します。 
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１１－１７ ポジション損益 
 『評価損益』＋『未実現スワップポイント』の値を表示します。 

 

１１－１８ 為替差損益予定額 
 証拠金預託額に算入されていない為替差損益の合計額を表示します。 

 

１１－１９ スワップポイント予定額 
   証拠金預託額に算入されていないスワップポイントの合計額を表示します。 

  

１１－２０ 未払手数料  
当日取引日に発生した手数料を表示します。当日取引日の終了後にて証拠金預託額

より引き当てられます。 

 

１１－２１ 出金依頼額 
現在、出金依頼している金額を表示します。当日取引日の終了後にて出金処理が行

なわれます。  

 

１１－２２ 当日入金額 
当日取引日に成立した入金の合計額を表示します。 

 

１１－２３ 未収手数料  
前日取引日に充当できなかった手数料を表示します。入金時や決済注文成立時、当

日取引日の終了後に証拠金預託額より引き当てられます。 

 

１１－２４ 現在証拠金不足請求額  
前日取引日の終了後で発生した追証金額を表示します。入金や全ポジションの決済

により解消されます。 

 

１１－２５ 前日証拠金不足額 
 前日取引日で確定した証拠金不足額を表示します。 
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１２ 運用カレンダー 

 
 
１２－１ 取引日フィルタ  

取引日を選択し、検索ボタンをクリックすると運用カレンダー情報表示情報に指定

された取引日の情報を表示します。 

 

１２－２ 別ウィンドウ化ボタン 
 運用カレンダーを独立したアプリケーションとして新規ウィンドウにて起動します。

そのためメインウィンドウを最小化しても、運用カレンダーだけ表示させることが

できます。 

 

１２－３ 最小化ボタン  
運用カレンダーを取引システム内の画面で最小化します。別ウィンドウ化の時には

モニターの最小化となります。 

 

１２－４ 最大化ボタン 
 運用カレンダーを取引システム内の画面で最大化します。別ウィンドウ化の時には

モニターの最大化となります。 

 

１２－５ 閉じるボタン 
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 運用カレンダーを閉じます。別ウィンドウ化の時も同様です。 

 

１２－６ 通貨ペア 
 通貨ペアを ISO表記にて表示します。 

 

１２－７ 取引 
対象取引日の取引の可否を表示します。 

 

１２－８ 決済日 
 対象取引日の決済日を表示します。 

 

１２－９ ValueDate 
 対象取引日の ValueDate を表示します。 

 

１２－１０ スワップ買 
 対象取引日に発生した 1 枚当たりの買スワップポイントの単価を表示します。なお

未来取引日を選択した場合は表示されません。 

 

１２－１１ スワップ売 
 対象取引日に発生した 1 枚当たりの売スワップポイントの単価を表示します。なお

未来取引日を選択した場合は表示されません。 

 

１２－１２ SP 対象期間 
対象取引日＋『SP日付』の日付を表示します。 

 

１２－１３ SP 日付 
スワップポイントの付与日数を表示します。 
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１３ 取引条件一覧 
通貨ペア毎の取引条件が表示されます。 

 

１３－１ 別ウィンドウ化ボタン 
取引条件一覧を独立したアプリケーションとして新規ウィンドウにて起動します。

そのためメインウィンドウを最小化しても、取引条件一覧だけ表示させることがで

きます。 

 
１３－２ 最小化ボタン  

取引条件一覧を取引システム内の画面で最小化します。別ウィンドウ化の時にはモ

ニターの最小化となります。 

 

１３－３ 最大化ボタン 
 取引条件一覧を取引システム内の画面で最大化します。別ウィンドウ化の時にはモ

ニターの最大化となります。 

 
１３－４ 閉じるボタン  

取引条件一覧を閉じます。別ウィンドウ化の時も同様です。 
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１３－５ 通貨ペア 
通貨ペア名が表示されます 

 

１３－６ 適用日 
条件が適用される取引日を表示します。 

 

１３－７ 取引単位（通貨） 
１枚当たりの取引単位を表示します。 

 

１３－８ 刻み値 
刻み値を表示します。 

 

１３－９ 取引可能区分  
現在の取引可能区分を表示します。 

 

１３－１０ ティックバリュー  
ティックバリュー（最小刻み値で発生する損益額）を表示します。 

 

１３－１１ ティックバリューの通貨単位 
 発生するティックバリューの通貨を表示します。 

 

１３－１２ プライスリミット 
お客様にとって、不利な指値注文（高い買指値注文、低い売指値注文）、逆指値注文

（高い売逆指値注文、低い買逆指値注文）は当社取引システムでエラーとするため

プライスリミット（注文受付可能幅）に関係なく受付けません（ロールオーバー等、

取引所側で受付後の再発注は除く）。逆に、お客様にとって不利にならない指値注文

（低い買指値注文、高い売指値注文）、逆指値注文（高い買逆指値注文、低い売逆指

値注文）は、プライスリミットの制限を受けませんので、発注は受付けられます。 
 

１３－１３ 最大注文可能数量（枚） 
 １回の注文で指定可能な最大注文数量を表示します。 

 

１３－１４ 証拠金（枚） 
１枚当たりの証拠金単価を表示します。 
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１４ システムアラート 
取引所から通知されてくるシステムアラートをリアルタイムで表示します。 

 

 

１４―１ 別ウィンドウ化ボタン 
システムアラートを独立したアプリケーションとして新規ウィンドウにて起動しま

す。そのためメインウィンドウを最小化しても、システムアラートだけ表示させる

ことができます。 

 

１４－２ 最小化ボタン 
システムアラートを取引システム内の画面で最小化します。別ウィンドウ化の時に

はモニターの最小化となります。 

 

１４－３ 最大化ボタン 
 システムアラートを取引システム内の画面で最大化します。別ウィンドウ化の時に

はモニターの最大化となります。 

 
１４－４ 閉じるボタン 

システムアラートを閉じます。別ウィンドウ化の時も同様です。 

 

１４－５ システムアラート表示情報 
 取引所から通知されたシステムアラートの通知日時と内容を一覧形式で表示します。 
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１５ 個人情報照会 
ご登録いただいております情報が表示されます。 

 

１５－１ お客様名 
 利用者の氏名（漢字）を表示します。 

 

１５－２ メールアドレス１～３ 
 登録されたメールアドレスを表示します。 

 

１５－３ 決済方法 
    設定されている決済方法を表示します。 

 

１５－４ 登録日 
 利用者情報が登録された日付を表示します。 

 

１５－５ 最終注文日時 
 最後に注文依頼した日時を表示します。 

 

１５－６ 最終約定日時  
最後に注文が約定した日時を表示します。 

 

１５－７ 最終入金日時 
 最後に入金が成立した日時を表示します。 

 

８

１

６

７

９

11 

２

３ ４

５

10 



          

 
 

 

44 

 

 

１５－８ 最終出金日時 
最後に出金が成立した日時を表示します。 

 

１５－９ 説明書確認日時 
 最後に取引説明を確認した日時を表示します。 

 

１５－１０ パスワード有効期限 

    現在設定されているパスワードの有効期限を表示します。有効期限は設定後、１

年間有効となります。 

 

１５－１１ 取引可能枚数一覧 
 通貨ペア別に１回の注文で発注可能な数量を表示します。 
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１６ ニュース 
インベステックが提供するニュースサイト「e-profit FX WEB」がご覧いただけま

す。 
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１７ 買注文・売注文 

   選択した売買の注文画面が表示されます。 

 

 

売注文若しくは買注文を選択しますと、注文画面が表示されます。 

 

注文フォーム 注文方式を選択することが出来ます。選択できる注文方式は単一、OCO、

IFDONE、IFOCO、ストリーミングの５種類となります。 
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１７－１ 単一注文 
通常の注文方法です。 

（１）成行 

 

a) 通貨ペア  

発注する通貨ペアを選択します。 

b) 注文数量  

注文する数量を入力します。マウス操作でも変更できます。 

c) 売買  

売注文、買注文の選択します。 

d) 執行条件  

成行注文等の執行条件を選択できます。 

e) 注文ダイアログを残す。  

チェックを入れると発注後も同じ条件で設定されている注文画面を残します。 

f) 確認画面を表示する。  

注文時に確認画面を表示させます。 
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（２）指値 

 

a) 通貨ペア  

発注する通貨ペアを選択します。 

b) 注文数量  

注文する数量を入力します。マウス操作でも変更できます。 

c) 売買  

売注文、買注文の選択します。 

d) 執行条件  

指値注文等の執行条件を選択できます。 

e) 指定価格  

指値の指定価格を入力します。マウス操作でも変更できます。PIP差を変更するこ

とで自動的に変更されます。 

f) PIP差  

PIP差を入力します。マウス操作でも変更できます。指定価格を変更することで自

動的に変更されます。 

g) 有効期限  

注文の有効期限を設定できます。有効期限は当日、今週末、GTC（無期限）の３種

類があります。 
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h) 先行注文番号  

連続注文とする場合の先行注文を選択します。 

i) 注文ダイアログを残す。  

チェックを入れると発注後も同じ条件で設定されている注文画面を残します。 

j) 確認画面を表示する。  

注文時に確認画面を表示させます。 
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（３）逆指値 

 

a) 通貨ペア  

発注する通貨ペアを選択します。 

b) 注文数量  

注文する数量を入力します。マウス操作でも変更できます。 

c) 売買  

売注文、買注文の選択します。 

d) 執行条件  

逆指値注文等の執行条件を選択できます。 

e) 指定価格  

逆指値の指定価格を入力します。マウス操作でも変更できます。PIP差を変更する

ことで自動的に変更されます。 

f) PIP差  

PIP差を入力します。マウス操作でも変更できます。指定価格を変更することで自

動的に変更されます。 

g) 有効期限  

注文の有効期限を設定できます。有効期限は当日、今週末、GTC（無期限）の３種

類があります。 

h) 先行注文番号  

連続注文とする場合の先行注文を選択します。 

i) 注文ダイアログを残す。  

チェックを入れると発注後も同じ条件で設定されている注文画面を残します。 

j) 確認画面を表示する。  

注文時に確認画面を表示させます。 
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（４）時間指定（成行） 

 

 

 

 

a) 通貨ペア  

発注する通貨ペアを選択します。 

b) 注文数量  

注文する数量を入力します。マウス操作でも変更できます。 

c) 売買  

売注文、買注文の選択します。 

d) 執行条件  

時間指定（成行）注文等の執行条件を選択できます。 

e) 指定日時  

カレンダーから日付を選び、時間を入力します。 

f) 注文ダイアログを残す。  

チェックを入れると発注後も同じ条件で設定されている注文画面を残します。 

g) 確認画面を表示する。  

注文時に確認画面を表示させます。 
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（５）時間指定（指値） 

 
a) 通貨ペア  

発注する通貨ペアを選択します。 

b) 注文数量  

注文する数量を入力します。マウス操作でも変更できます。 

c) 売買  

売注文、買注文の選択します。 

d) 執行条件  

時間指定（指値）注文等の執行条件を選択できます。 

e) 指定価格  

指値の指定価格を入力します。マウス操作でも変更できます。PIP差を変更す

ることで自動的に変更されます。 

f) PIP差  

PIP差を入力します。マウス操作でも変更できます。指定価格を変更すること

で自動的に変更されます。 

g) 指定日時  

カレンダーから日付を選び、時間を入力します。 

h) 注文ダイアログを残す。  

チェックを入れると発注後も同じ条件で設定されている注文画面を残します。 

i) 確認画面を表示する。  

注文時に確認画面を表示させます。 
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（６）時間指定（逆指） 

 
a) 通貨ペア  

発注する通貨ペアを選択します。 

b) 注文数量  

注文する数量を入力します。マウス操作でも変更できます。 

c) 売買  

売注文、買注文の選択します。 

d) 執行条件  

時間指定（逆指）注文等の執行条件を選択できます。 

e) 指定価格  

逆指値の指定価格を入力します。マウス操作でも変更できます。PIP差を変更

することで自動的に変更されます。 

f) PIP差  

PIP差を入力します。マウス操作でも変更できます。指定価格を変更すること

で自動的に変更されます。 

g) 指定日時  

カレンダーから日付を選び、時間を入力します。 

h) 注文ダイアログを残す。  

チェックを入れると発注後も同じ条件で設定されている注文画面を残します。 

i) 確認画面を表示する。  

注文時に確認画面を表示させます。 



          

 
 

 

54 

 
１７－２ OCO 

 指値と逆指値を組み合わせた注文方法です。 

 
a) 通貨ペア  

発注する通貨ペアを選択します。 

b) 注文数量  

注文する数量を入力します。マウス操作でも変更できます。 

c) 売買  

売注文、買注文の選択します。 

d) 執行条件  

指値と逆指値となります。 

e) 指定価格  

指値の下には指値の指定価格、逆指値の下には逆指値の指定価格を入力します。マウ

ス操作でも変更できます。PIP差を変更することで自動的に変更されます。 

f) PIP差  

指値の下には指値の PIP 差、逆指値の下には逆指値の PIP 差を入力します。マウス操

作でも変更できます。指定価格を変更することで自動的に変更されます。 

g) 有効期限  

注文の有効期限を設定できます。有効期限は当日、今週末、GTC（無期限）の３種類が

あります。 

h) 先行注文番号  

連続注文とする場合の先行注文を選択します。 

i) 注文ダイアログを残す。  

チェックを入れると発注後も同じ条件で設定されている注文画面を残します。 

j) 確認画面を表示する。  

注文時に確認画面を表示させます。 
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１７－３ IFDONE 

 新規注文と仕切り注文を同時に発注することが出来ます。 

 
a) 通貨ペア  

発注する通貨ペアを選択します。 

b) 注文数量  

注文する数量を入力します。マウス操作でも変更できます。 

c) 売買  

売注文、買注文の選択します。 

d) 執行条件（新規注文）  

新規注文の成行等の執行条件を選択が出来ます。指値等成行注文以外の注文の場合は、

指定価格、PIP差、有効期限の選択、時間指定の場合は指定日時の選択が出来ます。 

e) 執行条件（決済注文）  

決済注文の指値等の執行条件を選択が出来ます。指定価格、PIP 差、有効期限の選択、

時間指定の場合は指定日時の選択が出来ます。 

f) 注文ダイアログを残す。  

チェックを入れると発注後も同じ条件で設定されている注文画面を残します。 

g) 確認画面を表示する。  

注文時に確認画面を表示させます。 
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１７－４ IFOCO 
 新規注文と指値と逆指値の２条件の仕切注文を発注することが出来ます。 

 
a) 通貨ペア  

発注する通貨ペアを選択します。 

b) 注文数量  

注文する数量を入力します。マウス操作でも変更できます。 

c) 売買  

売注文、買注文の選択します。 

d) 執行条件（新規注文）  

新規注文の成行等の執行条件を選択が出来ます。指値等成行注文以外の注文の場合は、

指定価格、PIP差、有効期限の選択、時間指定の場合は指定日時の選択が出来ます。 

e) 指定価格  

指値の下には指値の指定価格、逆指値の下には逆指値の指定価格を入力します。マウ

ス操作でも変更できます。PIP差を変更することで自動的に変更されます。 

f) 有効期限  

注文の有効期限を設定できます。有効期限は当日、今週末、GTC（無期限）の３種類が

あります。 

g) 注文ダイアログを残す。  

チェックを入れると発注後も同じ条件で設定されている注文画面を残します。 

h) 確認画面を表示する。  

注文時に確認画面を表示させます。 
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１７－５ ストリーミング  

 

a) 通貨ペア  

発注する通貨ペアを選択します。 

b) 注文数量  

注文する数量を入力します。マウス操作でも変更できます。 

c) スリッページ  
許容するスリッページ pips を入力します。 

d) 売注文パネル  
買気配値が表示されます。クリックすると売注文が発注されます。 

e) 買注文パネル  
売気配値が表示されます。クリックすると買注文が発注されます。 

f) 注文ダイアログを残す。  

チェックを入れると発注後も同じ条件で設定されている注文画面を残します。 

g) 確認画面を表示する。  

注文時に確認画面を表示させます。 

 
 



          

 
 

 

58 

１８ チャート 

チャートの追加が出来ます。ひとつのタブにつき最大 6 画面まで表示することが出

来ます。 

 
チャート画面 
 
 

 
 
１８－１ 別ウィンドウ化ボタン 

チャートを独立したアプリケーションとして新規ウィンドウにて起動します。そ

のためメインウィンドウを最小化しても、システムアラートだけ表示させること

ができます。 

 
１８－２ 最小化ボタン 

チャートを取引システム内の画面で最小化します。別ウィンドウ化の時にはモニ

ターの最小化となります。 

 

１８－３ 最大化ボタン  
チャートを取引システム内の画面で最大化します。別ウィンドウ化の時にはモニ
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ターの最大化となります。 

 
１８－４ 閉じるボタン 

チャートを閉じます。別ウィンドウ化の時も同様です。 

 
１８－５ 通貨ペア選択 

表示する通貨ペアを選択することが出来ます。 
 
１８－６ チャート周期（足）選択 

チャートの周期（足）を選択することが出来ます。選択できる周期（足）は、テ

ィック、１分、５分、１０分、１５分、３０分、６０分、２時間、４時間、８時

間、１日、１週、１月となります。 
 
１８－７ チャート種類選択 

ローソク（BID 買気配値）、ローソク（ASK 売気配値）、ローソク（出来高）、

ライン（BID 買気配値）、ライン（ASK 売気配値）、ライン（出来高）、平均足

（BID 買気配値）、平均足（ASK 売気配値）、となります。 
 

１８－８ 日付指定入力 
 日足、週足、月足の場合、指定した日付以後の情報が表示されます。指定する日

付を入力後、検索ボタンを押してください。 
 
１８－９ クロスライン表示／非表示 

 マウスポインタに連動したクロスラインの表示／非表示を設定します。 
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１８－１０ トレンドライン入力モード  

トレンドライン入力ツール 

 

 直線が引けます。 

 フィボナッチリトレースメントが引けます。 

 フィボナッチファンが引けます。 

 トレンドラインを選択します。 

 トレンドラインを消去します。 

 選択したトレンドラインの色を指定します。 
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１８－１１ テクニカル編集 

 

Ａ 全体設定 

表示するテクニカル分析を選択します。チャートについては複数選択が可能です。

下部テクニカルについては、１と２のそれぞれ１種類ずつの最大 2種類です。 

 

Ｂ パラメーター設定 

選択したテクニカル分析のパラメーターを設定できます。規定値に戻すボタンで

初期値に戻すことが出来ます。 

 

各種設定後、適用ボタンをクリックすると設定が有効となります。 

Ａ

Ｂ
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１８－１２ 値段軸スケールの設定 
    チャートの値段軸の値を設定することが出来ます。 

 

 

Ａ 自動 

チャート画面のサイズ、レートに応じてスケールサイズを自動的に変更さ

れます。 

Ｂ 固定 

上限、下限に価格を設定すると上限下限を設定することが出来ます。また、

現在の状態を取得ボタンをクリックすると現在の上限下限の情報を取得す

ることが出来ます。 

 

１８－１３ 印刷 
チャート画面をプリンターで印刷することができます。 

 

１８－１４ CSV データ作成 
表示されているチャートデータを CSV出力することが出来ます。 

 

１８－１５ メニュー 
チャート上で右クリックをするとメニューが表示されます。表示されるメニュ

ーは買注文、売注文、ポイントしたレートでの買注文、ポイントしたレートで

の売注文、注文設定、テクニカルの編集、印刷、CSV出力がご利用頂けます。 

 

Ａ

Ｂ
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１９ 入出金  
入出金に関する手続きを行えます。 

 

 

１９―１ 入金通知（クイック入金） 
入金通知やクイック入金する金額を入力します。 

 

Ａ 入金通知画面 

入金通知若しくはクイック入金する金額を入力できます。 
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Ｂ 入金通知確認画面 

ご入力いただきました入金通知が表示されます。また、クイック入金をご利

用される場合は、金融機関選択へボタンをクリックして下さい。 

 

 

Ｃ クイック入金依頼画面 

クイック入金をご利用される場合は弊社指定の金融機関をご選択いただき、

クイック入金ボタンを押してください。クイック入金ボタンを押していただ

きますと、金融機関のサイトへ移動しますので、金融機関でのお手続きをお

願い致します。 
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１９－２ 出金依頼・取消 
 出金依頼及び出金依頼の取消を行います。変更される場合は、一度取消をしてい

ただき、改めてご変更後の出金依頼を行って下さい。 

 

Ａ 出金依頼・取消画面 

出金依頼若しくは出金取消が行えます。出金依頼をされる場合は、出金依頼

ボタンを、出金取消をされる場合は、出金取消ボタンをクリックして下さい。 

 

 

Ｂ 出金依頼 

出金依頼額をご入力いただき、確認ボタンをクリックしていただきますと出

金依頼確認画面へと進みます。 

 

 

Ｃ 出金依頼確認画面 

出金可能額及び現在の有効比率、出金成立後の有効比率、出金依頼額、登録

されている金融機関名、口座番号が表示されます。お間違えがなく宜しけれ

ば、出金依頼ボタンをクリックして下さい。 
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Ｄ 出金取消画面 

出金取消をされる場合は、取消ボタンをクリックして下さい。 
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２０ 履歴検索・報告書 
過去の情報を参照します。また、レポートを CSV や PDF ファイルにより提供し

ます。 
 
２０－１ 履歴の検索 

各履歴情報の参照条件を指定します。 
 
① 約定履歴 
約定履歴の検索条件を指定します。 

 

 
 

A. 検索する履歴 
検索する履歴メニューから「約定履歴」を選択します。 

B. 期間 
「期間指定」「当月のみ」「当日のみ」から任意の期間を選択します。 

C. From 
期間選択メニューで「期間指定」を選択された場合のみ、検索開始日時を入力

します。 
D. To 

期間選択メニューで「期間指定」を選択された場合のみ、検索終了日時を入力

します。 
E. 通貨ペア 

検索する通貨ペアを選択します。 
F. 約定区分 

約定区分メニューで「全区分」「新規約定」「決済約定」から任意の決済区分を

A

B

C

D E
F

G

H I 
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選択します。 
G. 売買区分 

売買区分メニューで「全売買」「売」「買」から任意の売買区分を選択します 
H. 決定ボタン 

A～G の入された検索条件で情報を検索します。 
I. キャンセルボタン 

『履歴検索条件ダイアログ』を閉じます 
 

約定履歴情報を表示します。 
『検索条件ダイアログ』で約定履歴の検索条件を指定後、決定ボタンをクリック

すると以下のような画面が表示されます。 
 

 

J. ページ選択ボックス 
表示するページを指定します。 

K. 更新ボタン 
『約定履歴リスト』の内容を最新の情報に更新します。 

L. CSV 出力ボタン 
『約定履歴リスト』に表示している内容を CSV データで出力します。 

M. 条件変更ボタン 
履歴情報の検索条件を変更します。新たに『履歴検索条件の入力』メニューが

表示されます。 
N. 約定履歴リスト（赤枠） 

検索条件に合致した約定履歴を一覧形式で表示します。 
· 成立日時 
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注文が成立した日時を表示します。 
· 注文番号 

成立した注文の注文番号を表示します。 
· 通貨ペア 

通貨ペア名を表示します。 
· 注文形態 

注文形態（単一・OCO・If Done など）を表示します。 
· 売買 

売買（売・買）を表示します。 
· 約定区分 

約定区分（新規約定・決済約定）を表示します。 
· 成立数量 

成立数量を表示します。 
· 執行条件 

執行条件を表示します。 
· 新規成立価格 

『約定区分』が“新規約定”の場合は新規ポジションの成立価格、“決済約

定”の場合は決済対象ポジションの成立価格を表示します。 
· 決済成立価格 

『約定区分』が“決済約定”の場合、決済成立価格を表示します。 
· 為替差損益 

『約定区分』が“決済約定”の場合、発生した為替差損益を表示します。 
· スワップポイント 

『約定区分』が“決済約定”の場合、発生したスワップポイントを表示し

ます。 
· 手数料（税込） 

『約定区分』が“新規約定” 及び“決済約定”の場合、発生した税込手数

料を表示します。 
· 受渡損益 

『為替損益』＋『スワップポイント』－『手数料（税込）』の金額を表示し

ます。 
· スポット決済日 

『約定区分』が“決済約定”の場合、『受渡損益』の受渡日を表示します。 
· 備考 

特殊注文（ロスカット・強制決済・建玉整理）の場合や、代行入力などの

場合に表示します。 
O. 為替差損益合計 

『約定履歴リスト』に表示されている“為替差損益”の合計を表示します。 
 



          

 
 

 

70 

P. スワップポイント合計 
『約定履歴リスト』に表示されている“スワップポイント”の合計を表示しま

す。 
Q. 手数料（税込）合計 

『約定履歴リスト』に表示されている“手数料（税込）”の合計を表示します。 
R. 独立ウィンドウ化ボタン 

約定履歴を独立したアプリケーションとして新規ウィンドウで起動します。そ

の結果、メインウィンドウを最小化しても約定履歴だけを表示させることがで

きます。 
S. 最小化ボタン 

約定履歴を最小化します。 
T. 最大化ボタン 

約定履歴を最大化します。 
U. 閉じるボタン 

約定履歴を閉じます。 
 
 

② 注文履歴 
注文履歴の検索条件を指定します。 

 

  
 

A. 検索する履歴 
検索する履歴メニューから「注文履歴」を選択します。 

B. 期間 
「期間指定」「当月のみ」「当日のみ」から任意の期間を選択します。 

C. From 
期間選択メニューで「期間指定」を選択された場合のみ、検索開始日時を入力

A

B

C

D E
F

G

H I 
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します。 
D. To 

期間選択メニューで「期間指定」を選択された場合のみ、検索終了日時を入力

します。 
E. 通貨ペア 

検索する通貨ペアを選択します。 
F. 決済区分 

「全決済区分」「新規」「決済」「オートネッティング」から任意の決済区分を

選択します。 
G. 売買区分 

売買区分メニューで「全売買」「売」「買」から任意の売買区分を選択します。 
H. 決定ボタン 

A～G の入された検索条件で情報を検索します。 
I. キャンセルボタン 

『履歴検索条件ダイアログ』を閉じます 
 

注文履歴情報を表示します。 
『検索条件ダイアログ』で注文履歴の検索条件を指定後、決定ボタンをクリック

すると以下のような画面が表示されます。 
 

 
J. 変更履歴ボタン 

新たなメニューウィンドウを起動し、選択した注文情報の注文変更履歴を表示

します。 
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K. 執行履歴ボタン 

新たなメニューウィンドウが起動され、選択した注文情報の取引所との注文執

行履歴を表示します。 

 
L. ページ選択ボックス 

表示するページを指定します。 
M. 更新ボタン 

『約定履歴リスト』の内容を最新の情報に更新します。 
N. CSV 出力ボタン 

『約定履歴リスト』に表示している内容を CSV データで出力します。 
O. 条件変更ボタン 

履歴情報の検索条件を変更します。新たに『履歴検索条件の入力』メニューが

表示されます。 
P. 注文履歴リスト（赤枠） 

検索条件に合致した注文履歴を一覧形式で表示します。 
· 注文番号 

注文番号を表示します。 
· 注文受付日時 

注文受付日時を表示します。 
· 通貨ペア 

通貨ペア名を表示します。 
· 注文形態 

注文形態（単一・OCO・If Done など）を表示します。 
· 売買 

売買（売・買）を表示します。 
· 決済区分 
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決済区分（新規・決済・オートネッティング）を表示します。 
· 注文数量 

注文依頼数量を表示します。 
· 成立数量 

成立数量を表示します。 
· 執行条件 

執行条件を表示します。 
· 指定価格 

『執行条件』が“指値”・“逆指値”・“時間指定指値（又は逆指値）”の場合

に、表示します。 
· トレール 

『執行条件』が“トレール”の場合に、指定した値幅を表示します。 
· 注文状態 

注文の状態を表示します。 
· 有効期限 

有効期限を表示します。 
· 指定日時 

『執行条件』が“時間指定”の場合に、指定した日時を表示します。 
· 注文成立・取消日時 

注文が成立、もしくは取消した日時を表示します。 
· 先行注文番号 

連続注文を発注している場合に、先行する先行注文番号を表示します。 
· スリッページ 

『執行条件』が“ストリーミング”の場合に、設定したスリッページを表

示します。 
· 備考 

特殊注文（ロスカット・強制決済・建玉整理）の場合や、代行入力などの

場合に表示します。 
Q. 独立ウィンドウ化ボタン 

注文履歴を独立したアプリケーションとして新規ウィンドウで起動します。そ

の結果、メインウィンドウを最小化しても注文履歴だけを表示させることがで

きます。 
R. 最小化ボタン 

約定履歴を最小化します。 
S. 最大化ボタン 

約定履歴を最大化します。 
T. 閉じるボタン 

約定履歴を閉じます。 
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③ 入出金履歴 
入出金履歴の検索条件を入力します。 

 

 
 

A. 検索する履歴 
検索する履歴メニューから「入出金履歴」を選択します。 

B. 期間 
「期間指定」「当月のみ」「当日のみ」から任意の期間を選択します。 

C. From 
期間選択メニューで「期間指定」を選択された場合のみ、検索開始日時を入力

します。 
D. To 

期間選択メニューで「期間指定」を選択された場合のみ、検索終了日時を入力

します。 
E. 入出金区分 

入出金区分メニューで「全区分」「出金」「入金」「オンライン入金」から任意

の入出金区分を選択します。 
F. 決定ボタン 

A～G の入された検索条件で情報を検索します。 
G. キャンセルボタン 

『履歴検索条件ダイアログ』を閉じます。 
 

入出金履歴を表示します。 
『検索条件ダイアログ』で入出金履歴の検索条件を指定後、決定ボタンをク

リックすると以下のような画面が表示されます。 
 

A

B

C

D E

F G
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H. 執行履歴ボタン 

新たなメニューウィンドウが起動され、選択した入出金情報の注文履歴を表示

します。 

 
I. ページ選択ボックス 

表示するページを指定します。 
J. 更新ボタン 

『入出金履歴リスト』の内容を最新の情報に変更します。 
K. CSV 出力ボタン 

『入出金履歴リスト』に表示している内容を CSV データで出力します。 
L. 条件変更ボタン 

履歴情報の検索条件を変更します。新たに『履歴検索条件の入力』メニューが

表示されます。 
M. 入出金履歴リスト 

検索条件に合致した注文履歴を一覧形式で表示します。 
· 受付番号 

入出金の受付番号を表示します。 
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· 依頼日時 
入出金の依頼日時を表示します。 

· 成立・取消日時 
入出金の成立日時、または取消日時を表示します。 

· 入出金区分 
入出金区分（入金・オンライン入金・出金）を表示します。 

· 科目 
ご依頼頂いた“入金”・“オンライン入金”・“出金”については「依頼分」、

発生した手数料については「未払手数料」もしくは「未収手数料」として

表示します。 
· 入金通知・出金依頼額 

『入出金区分』が“入金”もしくは“オンライン入金”の場合には通知さ

れた入金額、“出金”の場合には依頼された出金額を表示します。 
· 入出金成立額 

成立した入金額もしくは出金額を表示します。 
· 手数料充当額 

『入金区分』が“入金”もしくは“オンライン入金”で、かつ未収手数料

が発生している場合に未収手数料として徴収した額を表示します。 
· 状態 

入出金情報の状態を表示します。 
N. 入金合計金額 

『入出金履歴リスト』に表示されている「入出金区分」が“入金”もしくは“オ

ンライン入金”の成立合計額を表示します。 
O. 出金合計金額 

『入出金履歴リスト』に表示されている「入出金区分」が“出金”の成立合計

額を表示します。 
P. 入出金差額 

『入金合計額』－『出金合計額』の金額を表示します。 
Q. 独立ウィンドウ化ボタン 

入出金履歴を独立したアプリケーションとして新規ウィンドウで起動します。

その結果、メインウィンドウを最小化しても注文履歴だけを表示させることが

できます。 
R. 最小化ボタン 

入出金履歴を最小化します。 
S. 最大化ボタン 

入出金履歴を最大化します。 
T. 閉じるボタン 

入出金履歴を閉じます。 
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２０－２ 報告書のダウンロード 

各種帳票を PDF ファイルにて提供します。 
 
『履歴・報告書』メニューを選択後、報告書のダウンロードをクリックすると

以下のようなカレンダー画面（取引報告書）が表示されます。 

 
 

A. 前年遷移ボタン 
『カレンダー』の表示を前年同月に変更します。 

B. 前月遷移ボタン 
『カレンダー』の表示を前月に変更します。 

C. 次月遷移ボタン 
『カレンダー』の表示を次月に変更します。 

D. 次年遷移ボタン 
『カレンダー』の表示を次年に変更します。 

E. カレンダー 
指定した年月のカレンダーを表示します。『取引報告書兼取引残高報告書（日

次）』が作成されている日付には PDF マークが出力されます。 
PDF マークをクリックすると、該当日付の『取引報告書兼取引残高報告書（日

次）』が出力されます。 

A B C D

F

G

H

I 

J

E
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F. 出力年月選択メニュー（取引残高報告書） 
『取引残高報告書』を出力する年月を指定します。 

G. 取引残高報告書表示ボタン 
『出力年月選択メニュー』で指定した年月の『取引残高報告書』を出力します。 

H. 出力年月選択メニュー（損益計算書） 
『損益計算書』を出力する年月を範囲指定します。 

I. 損益計算書表示ボタン 
『出力年月選択メニュー（損益計算書）』で指定した年月の『損益計算書』を

出力します。 
J. 閉じるボタン 

『カレンダー画面（取引報告書）』を閉じます。 
 


